
 

 

 

 

 

2023 年度 昭和大学 Ⅰ期 
【 講 評 】 

 ここ数年の易化傾向が継続された. 大問 1 では昭和大学特有の図示問題も宿題されたが, 例年と比較して平易

な問題であった. 全体的に論述量が多く, 時間的余裕がなかった受験生も多かったかもしれない. 論述問題は意

外と答えにくいものが多く, 完答は難しかっただろう.  

 

【 解 答 】  

大問 1 

 問 1 ア：細胞性  イ：体液性  ウ：樹状細胞  エ：抗原提示  オ：マクロファージ   

 問 2 T 細胞：胸腺  B 細胞：骨髄 

 問 3 胸腺において, 自己の細胞を攻撃してしまう未熟T細胞がアポトーシスを誘導される免疫寛容が起こり,  

非自己の細胞のみを攻撃する T 細胞が成熟 T 細胞となる.   

 問 4 自己免疫疾患 

 問 5  

     

 問 6 抗原抗体反応 

 問 7 二次応答 

    血清療法は, 毒素を他の動物に投与して抗体を作らせ, その抗体を含む血清を接種する治療法であるの 

に対し, ワクチン接種は, 弱毒化・無毒化した病原体を投与し, 二次応答によって発症を予防するもので 

ある.  

 問 8 A, C 

 

大問 2 

 問 1 2 番目：タンパク質  3 番目：脂質  問 2 溶血 

 問 3 リソソームに含まれる加水分解酵素の働きを抑制し, さらに摩擦熱によるタンパク質の変性を防ぐため.  

 問 4 a, c   
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問 5 解糖系で生じたピルビン酸を様々な物質へ分解しているクエン酸回路や, 脱水素反応で生じた還元型補 

酵素を利用して ATP を合成する電子伝達系を行う.  

 問 6 マトリックス  問 7 c  問 8 解糖系, 11 mmol 

 

大問 3  

 問 1 ア：光周  イ：限界  ウ：長日  エ：短日  オ：中性 

    カ：概日リズム  キ：生物時計 

 問 2 ④, ⑤, ⑥ 

 問 3 (1) A, C, D, E  (2) B  (3) B, C  (4) なし 

 問 4 Hd3a タンパク質 

 問 5 (1) 葉の維管束師部で合成され, 師管を通って茎頂部へ運ばれる. (27 字) 

   (2) 花芽の分化を引き起こす遺伝子の調節タンパク質として働き, 転写を促進する.  

   (3) 発芽後, 一定期間低温にさらされること. (18 字) 

   (4) FLC 遺伝子が発現することで FT 遺伝子の転写が抑制される.  

   (5) 高レベルから徐々に低下していく.  

 

大問 4 

 問 1 ア：耳殻  イ：鼓膜  ウ：耳小骨  エ：リンパ液  オ：聴細胞  カ：聴神経   

キ：大脳皮質聴覚野   

 問 2 うずまき管の先端部  

 問 3 表面積が大きくなり, 刺激が受容しやすくなる.   

 問 4 うずまき管の基底膜の幅は, 基部で狭く先端部で広くなっている. そのため周波数の大きさによって基 

底膜の振動する場所が異なり, 周波数が大きい高音は基部側で, 周波数が小さい低音は先端部側で受容 

している. (95 字)  

 問 5 (1) X：物理(機械)  Y：電気 

   (2) 聴細胞の感覚毛がおおい膜に接触して屈曲し, 聴細胞で興奮が起こる過程.  

 問 6 (1) 感音難聴  (2) ①, ②, ⑤ 

 

 【 解 説 】 

大問 1 

 問 7 ワクチンは予防, 血清療法は治療であることを意識して解答する.  

 

大問 2 

 沈殿物 A は核(核小体を含む), 沈殿物 B はミトコンドリア, 沈殿物 C は粗面小胞体(リボソーム), 上澄み X は

細胞質基質をそれぞれ含んでいる.  

 問 3 細胞粉砕液を作成する過程でリソソームが破裂し, 中の加水分解酵素が漏出することで細胞小器官が傷 

害される可能性がある. また, 細胞を粉砕する過程で発生する摩擦熱により, 細胞小器官中のタンパク質 

が変性する可能性もある. これらは細胞分画の結果に影響が出るため, 注意が必要である.  

   



 

 

問 4 b：リソソームの説明である.  

    d：葉緑体の説明である.  

    e：ミトコンドリアの説明である.  

    f：中心体の説明である.  

    g：リボソームの説明である.  

 問 7 a：核の説明である.  

    b：ミトコンドリアの説明である.  

    d：葉緑体の説明である.  

 問 8 グルコース 1g は 1/180 mol である. 解糖系では, グルコース 1mol あたり差し引き 2mol の ATP が合成 

されるので,  

     1/180 × 2 × 1000 ≒ 11 (mmol) 

 

大問 3 

 問 3 限界暗期の長さはそれぞれ, A は 10 時間, B は 9 時間, C は 8 時間, D は 9 時間, E は 12 時間, F は 12 時 

間, であるとわかる.   

 (3) 操作Ⅰと操作Ⅲの結果を比較し, 花芽形成の有無に差がないものを選べばよい.  

 (4) 操作Ⅱと操作Ⅲの結果を比較し, 花芽形成の有無に差がないものを選べばよい. 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


